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研究課題名 栄養チューブ挿入困難患者における胃の下垂程度と 2 回目以降の成功率との関連性 

研究の対象 

2012 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日までに当院の集中治療室へ入室された 20 歳

以上の患者さんのうち、集中治療室内で新たに経腸栄養チューブの挿入が行われた、もしくは

入れ替えが行われた患者さん 

研究目的 

・方法 

十二指腸内への経腸栄養チューブの初回挿入で十二指腸に到達しなかった患者さんにおい

て、患者さんの胃下垂の程度と 2 回目以降の十二指腸内への経腸栄養チューブ挿入成功率と

の関連性を検討します。集中治療室入室中に記録された既存情報を用いて、統計解析を行いま

す。 

研究期間 西暦 2021年 1月 18日 ～ 西暦 2027年 3月 31日 

研究に用いる 

試料・情報 

の種類 

情報：病歴、手術歴、身長、体重、年齢、性別、血液検査値、単純レントゲン写真、CT画像、

臓器障害スコア、使用薬剤（鎮静薬・鎮痛薬・昇圧薬）、医療機器（人工呼吸器・補助人工心

臓・血液ろ過透析）の使用状況及び設定値、入室中の経過記録・看護記録、集中治療室退室後

の経過 

本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話でお申出下さい。 

この研究で得たデータは、個人情報に注意した上で、将来の国内外の別の研究に役立てる場合があ

ります。現時点で具体的な使い道は決まっていませんが、医学の発展（別視点での解析・データ統合）、

研究の透明性と信頼性の確保が目的となります。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。その

場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 

問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9 

横浜市立大学附属病院 集中治療部 （研究責任者）横瀬 真志 

電話番号：045－787-2800（代表）   

 

 


